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小学校プログラミング教育実践に取り組んだ小学校教員の意識に関

する質的研究:ICT を活用した授業の充実に向けて 

 

長野仁志＊1，阪東哲也＊2，曽根直人＊3，藤原伸彦＊4，山田哲也＊5，伊藤陽介＊3 

本研究の目的は，鳴門教育大学附属小学校(以下，本校)と大学と附属中学校で連携

を進めてきた情報活用能力の育成に向けたプログラミング教育の実践を振り返り，小

学校プログラミング教育の円滑な推進に向けた基礎的資料を得ることである。プログ

ラミング教育を実践した教職員を対象としたアンケート調査を行った結果，プログラ

ミング教育を実践することで，プログラミングを教科に取り入れることの良さの実感

につながる可能性が示唆された。今後の課題として，小学校全体で体系的にプログラ

ミング教育実践に取り組むためのカリキュラム・マネジメントを進めること，プログ

ラミング教育実践に関する教員間の情報共有が抽出された。 

[キーワード：小学校，情報活用能力，プログラミング教育，ICT 環境] 

1. はじめに 

平成 29年告示の小学校学習指導要領の改訂により，

小学校プログラミング教育が必修化されることと

なった。小学校段階におけるプログラミング教育は，

教科等横断的な視点に立った資質・能力であり，学

習の基盤となる資質・能力と位置付けられた情報活

用能力 （情報モラルを含む。）の育成を図るための

教育活動とされている。具体的な学習活動としては

「イ 児童がプログラミングを体験しながら，コン

ピュータに意図した処理を行わせるために必要な論

理的思考力を身に付けるための学習活動」と示され

ている[1]。このような学習活動に取り組む中で，小

学校プログラミング教育を通して，プログラミング

的思考の育成，コンピュータの活用，問題の解決に

必要な手順があることへの気づき，コンピュータの

働きを社会に生かそうとする態度の育成，そして，

各教科等での学びをより確実なものとすることが求

められている[2]。小学校プログラミング教育の中核

となるのはプログラミング的思考の育成と考えられ

ており，プログラミング的思考は「自分が意図する

一連の活動を実現するために，どのような動きの組

合せが必要であり，一つ一つの動きに対応した記号

を，どのように組み合わせたらいいのか，記号の組

合せをどのように改善していけば，より意図した活

動に近づくのか，といったことを論理的に考えてい

く力」と定義されている[3]。これまでに小学校段階

ではプログラミング教育に関係した学習には取り組

まれてきていないため，円滑な実施に向けて，小学

校プログラミング教育に関する基礎的知見の蓄積は

喫緊の課題である。 

令和 2 年からの小学校プログラミング教育の本格

実施に向け，平成 30～令和 2 年度の期間で本校と鳴

門教育大学と鳴門教育大学附属中学校の 3 校で連携

を図り，情報活用能力を育成するためのプログラミ

ング教育の実践研究に取り組んできた。これまでに

も小学校全体で小学校プログラミング教育の研究に

取り組んでいるケースが見られる[4]，[5]。また，

小学校と外部の機関と連携を図りながら研究を進め

るケースも見られ，民間の団体と連携しながら研究

に取り組んでいるケース[6]や，大学との連携を図り

ながら研究を進めているケース[7]もいくつか報告さ

れている。これまでの本校での取組は，附属学校間

の連携を図ることで，大学からの小学校プログラミ

ング教育に関する情報提供を受け，小学校段階とし

てどのようにプログラミング実践を進めていけばよ

いかという観点だけに留まらず，中学校の技術科教

員との連携を図ることで小中接続を考慮したプログ

ラミング教育実践の在り方を検討しながら，研究に

取り組んだケースと言える。 

本稿では，附属学校間での連携を図りながら研究

に取り組んだ成果として，これまで取り組んだプロ

グラミング教育実践を振り返り，さらなるプログラ
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ミング教育の充実に向けた対応を検討することとし

た。具体的にはプログラミング教育実践に取り組ん

だ本校教職員として，実践者，管理職を対象とした

アンケートを行い，その回答を基に，ICT 活用の在

り方やプログラミング教育を実践して見えてきたこ

とを考察する。 

2. 附属小学校のプログラミング教育実践

への取り組み 

2.1 小学校プログラミング教育に取り組む教員の姿 

本校の教員集団の特色として，教科ごとに実践研

究を進めており，教科の専門性が高い教員集団とい

える。本校の教員の特色を生かし，授業での情報機

器活用を視点として，本校のめざす児童の姿をもと

に教科の資質・能力を身に付けさせる上での有効性

から検討してきた。 

研究当初の本校の教員の実態として，プログラミ

ングに取り組む意識の個人差は大きく多様であった。

プログラミング教育を含む授業における ICT 活用を

進めるためにタブレット端末が導入された際の教員

の反応として，教科の指導の視点から，「子どもの

実態を踏まえ，教科の学習に効果的に働く活用方法

を考えてみる」といった肯定的な反応があった。一

方で，情報機器を指導で使用した経験が少ないため

に「どのようにタブレット端末を使ったらよいか」,

「情報機器を使用すること，その時間を割くことで，

これまで以上の効果を得られるのか」など，授業

（準備の時間も含め）での情報機器の活用に戸惑い

を抱いている姿も見られた。 

 

2.2 今年度取り組んだプログラミング指導計画 

先述のカリキュラムを基に，ICT 活用やプログラ

ミング体験を系統的に行うことができるよう，発達

段階や教科，単元などを考慮しながら，キーワード，

教科，単元名，学習活動例をあてはめてみた。児童

らの興味・関心を高めながらプログラミングを体験

できる単元を検討し，各学年・教科に関連付け作成

したカリキュラム表[8]を表 1に示す。 

この表を基に，各学年や各教科等で，見方・考え

方を働かせ，児童自らの問題解決が進められるよう

なプログラミングの活動を考え，実践することとし

た。 

 

2.3 今年度取り組んだプログラミング実践の概要 

教科ごとにプログラミングを取り入れ学習に取り

組んだ。本稿では，そのうち 3 つの実践を紹介する。 

2.3.1 第 3 学年社会科「かわる道具とくらし－プログ

ラミングを体験しよう－」 

今の道具として，プログラムを利用した機器が身

近にあることを知り，実際に簡単なプログラミング

を子どもたちが体験することをねらいとして単元を

構想し実践した(図 1)。Micro:bit と MakeCode を用

いてプログラミングに取り組み，道具の変化や暮ら

しの様子の変化につながる人々の思いや願いがわか

るようにした。 

 

2.3.2 第 6 学年音楽科「プログラミングでカノンを編

曲しよう」 

カノンのふしの特徴や音の重なりや響きを知り，

原曲の雰囲気を残しながら自分なりのアレンジをし

たプログラミングによる音楽づくりを取り入れた単

元を構想し，実践した(図 2)。循環コードを使った

オリジナルのふしづくりを通して，Scratch を用い

たプログラミングによる音楽づくりのよさを伝え，

主体的に取り組めることをねらいとした。 

 

表 1 本校のプログラミング教育に関する年間計画 

 

 

図 1 MakeCode で制作したプログラミング作品を

紹介し合う場面(社会科) 
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2.3.3 第 4学年図画工作科「コロコロアクション with 

micro:bit」 

ビー玉を転がし，素材の形や色，材料，プログラ

ミングのアクションなどを活かしながら，表したい

ことを見つけ，材料や用具を工夫して楽しいコース

を作ることをねらいとして単元を構想し，実践した

(図 3)。Micro:bit にプログラミングを行い，サーボ

モータを制御し，ビー玉の動きと連動させて，試行

錯誤しながら楽しいコースづくりに取り組めるよう

にした。 

3. 方法 

3.1 調査対象者 

本校でプログラミング教育に取り組んだ教員 8 名

である。主な研究教科は理科 1 名，音楽科 2 名，図

画工作科 2 名，家庭科 1 名，外国語(英語)科 1 名，

道徳科 1 名であった。 

 

3.2 調査項目 

調査項目は，「プログラミングの実践に取り組む

中で，気付いたことを教えてください。」，「プロ

グラミング実践をする上で，参考にしたこと，役に

立ったことを教えてください。」，「特にプログラ

ミング教育を実践するにあたって，これからの小学

校教員に必要だと思う資質・能力についてお考えの

ことを教えてください。」「特にプログラミング教

育を実践するにあたって，実践環境として整備する

必要があることを教えてください。」である。全て

自由記述で準備した。 

3.3 調査方法 

全てのプログラミング実践を終えた後，調査対象

者の希望により，調査項目が印刷された質問紙，ま

たは電子ファイルを送付し，回答を依頼した。 

4.結果と考察 

4.1 プログラミング実践に取り組む中で気付いたこと

について 

プログラミング実践に対するポジティブな気づき

として，「プログラミングを行う児童の姿は，意欲

的。」，「自ら思考を働かせ，プログラムを再考・

改善・修正する姿が見られた。」，「プログラミン

グ体験の作品・制作物を，聴き合う／見せ合う場面

を含め，作成の過程～出来上がりまで楽しそうだっ

た。」，「プログラミングそのものに対する児童の

興味関心が高い児童が多い。また，プログラミング

の知識や技能が必要であると感じている子どもが多

い。」といった回答が見られた。一方で，「苦手意

識を持っている児童や興味関心が低い児童もいる。」

という児童の実態に対する回答も見られた。 

得られた回答からは，教科で身につけさせたい知

識や技能を満足すことができるツールとして，有効

に働くという考察を得ることができる。教科で取り

組むプログラミング実践については，タブレットや

ICT 機器の使用による，再現性の高さは，特に有効

に働くこととして，音楽作品の鑑賞等にも適用でき

る可能性が示唆される。また，作品を制作する手段

としてのプログラミング体験，または，プログラミ

ング体験そのものが学習活動として成立する単元を

つくることができると考えられる。 

一方で，児童の生活の中から，教科の学習を立ち

上げ，プログラミング体験を目的として単元や学習

活動を構想することは難しいこと，プログラミング

体験そのものへの必然性を児童に持たせること，で

きたプログラミングを学習内容へかえす，生活にか

えす等，プログラミング体験と，学習内容や実生活

との関連性をもたせることは難しいことが示唆され

た。 

以上のことから，本校での研究の幹となっている

生活的な学びを指導者が構想するという点からは，

単元や内容，学習過程や活動において，児童の発達

段階も加味したうえで，プログラミング体験を取り

入れることが必要であること伺える。具体的には，

機器の操作，特にタブレットやキーボード操作に対

する習熟度や操作機会，プログラミングそのものを

指導する場合，経験や興味関心の個人差が大きいこ

とが実践を通して明らかとなった。学習内容での活

用以前に，PC など使用機器の操作技術指導に要する

図 2 Scratch による編曲場面(音楽科) 

 
 

図3 自分の考えを整理しながら，プログラミングに

取り組む場面(図画工作科) 
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時間が必要と言える。 

教科の資質・能力を身に付けるためにプログラミ

ングを利用するために，換言すれば，プログラミン

グがツールとして，学び方のひとつとして有効に働

かせるためには，各教科等の学習の内容や目的，め

あてが，児童の中に位置づいていることが重要であ

ると考えられる。 

 

4.2 プログラミング実践に取り組む際に，参考にした

こと・役に立ったことについて 

プログラミング実践に取り組む際に参考になった

こと，役に立ったこととして，「支援員によるタブ

レットの使用方法（操作・保存など）などの支援」,

「支援員さんや教員など大学との連携」，「授業準

備にかかる作業時間の短縮。ICT 機器での指示・提

示による学習者への教材準備・配付」，「Web サイ

トや書籍の情報（これまでの実践や考察）」，「文

科省資料，大学教員，シンポジウム等の情報」，

「何度も試行錯誤できること。思い通りにいかな

かったとしても，クリック操作で操作を戻したり進

めたりすることができること」と回答が得られた。 

教員がプログラミング教育の実践のために，文科

省の資料や web サイトの実践資料等での情報収集を

行っていることが示された。情報収集だけでは，実

践につなげることは難しいことも示唆された。ICT

支援員の助言や支援は不可欠と考えており，指導

者・学習者が望むことに対応した支援が得られるこ

との重要性に言及されていた。児童の様子や教職員

の技能などを基にした，現場からのニーズの理解と

対応したサポートが必要と考えられる。 

以上のことから，授業展開上の支援として，支援

の内容で教師と ICT 支援員で分担することが考えら

れる。児童が ICT 支援員の存在に慣れてくると，タ

ブレット操作に関しての解決法や指示は ICT 支援員，

指導すべき教科の学習内容については教員といった

ように，目的に応じて児童のほうから質問してくる

ような姿が見られた。ICT 支援員とのチームティー

チング(以下，T.T)の実現により，児童の学ぶ姿に

沿ったプログラミング実践を展開することができる。 

また，ICT 支援員の授業支援は児童を対象とするも

のだけではない。授業に必要な準備等も ICT 支援員

と協力することによって，その時間を短縮すること

ができる。 

 

4.3 プログラミング教育を実践するにあたって，小学

校教員に必要であると思ったことについて 

小学校教員に必要なこととして，「プログラミン

グが，楽しい／やってみようと思える資質」，「段

取りする力，情報モラル，手引きを作る能力」，

「ICT 機器の活用能力」，「正しいプログラミング

教育への認識」，「情報活用能力」，「学習指導を

創意工夫していく力」，「研修（専門性の向上，専

門知識の習得）」の回答が得られた。 

調査に参加した教員全員が「研修が必要」と回答

していることから，研修機会の創設は必須であると

考えられる。また，研修の内容を，ICT 活用やプロ

グラミング教育そのものに関する内容とその運用／

応用に関する内容とに分けて実施してほしいという

回答が得られた。 

働き方改革も鑑み，OJT など実践方法を工夫し，

必要感を持った研修の実施が必要である。そのため

には，ICT 活用やプログラミング教育など，まずは

全教員が体験し，その可能性をつぶやき，共有する

ことから始めたい。そして，必然性のある ICT 機器

活用能力の向上を図り，各研究教科を中心として，

教職員の授業実践力につなげていくことが重要であ

ると考えられる。 

 

4.4 管理職の視点から 

小学校全体でプログラミング教育を進めるために

は，管理職の理解と協力が不可欠である。今後のプ

ログラミング実践の充実に向けた参考資料を得るた

めに，管理職からの視点を調査した。 

管理力の視点から，プログラミングに取り組む教

員の姿として，「多忙な中，教員はたいへん意欲的

に取り組んでいる。子どもたちの興味・感心が高く

意欲的に学習している。ほとんどの教員がこれから

理解を深め授業をつくっていく段階にいる。まずは

何かやってみて,そのよさを実感することで,授業の

中に取り入れていこうという意欲が高まると思われ

る。」という回答が得られた。 

また，教員がプログラミング実践をすすめる助言

のために，参考にしたこと，役に立ったこととして，

「特に役に立つものは，プログラミング教育に堪能

な教員から直接，指導やアドバイスをもらえること，

授業中，T.T のような形で子どもにかかわってもら

える教員や支援員がいることは，プログラミング教

育を推進する大きな力になる。」との回答が得られ

た。 

そして，プログラミング教育を実践するにあたっ

て，これからの小学校教員に必要だと思う資質・能

力については，「プログラミング教育についての知

識・理解」，「プログラミング教育を従来の教育に

取り込んでいこうとする柔軟性」，「プログラミン

グ教育と従来の教育とのバランスをとることができ

る感性」，「プログラミング教育を子どもとともに
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つくっていこうとする意欲」，「プログラミング教

育による授業実践の失敗を恐れない心」が得られた。 

これらのことから，本校でプログラミング実践に

取り組んでいる教員に対して，意欲的に取り組んで

いると評価しており，理論だけではなく，実践的な

サポートが得られるように働きかけをしたことを伺

い知ることができる。 

学校運営に関係する内容として，プログラミング

教育を実践するにあたって，実践環境として整備す

る必要があることについては，「人的環境の整備(支

援員の配置)」，学校運営上，プログラミング教育の

ことに関して意識されていることについては，「教

員の配置」，「環境の整備」，「カリキュラム・マ

ネジメント」，「子どもの学習状況の把握」，「教

員の実践状況や評価等の把握」，「保護者や地域へ

の発信」，また，「プログラミング教育は始まった

ばかり。子どもや教員の状況を把握しながらよりよ

いものにしていく工夫，教員間の情報共有/情報交換

等を進めていきたい」と回答が得られた。 

特に，人的環境として，本校の教職員だけではな

く，ICT 支援員にも言及している点は特筆すべきで

ある。人的環境の調整は学校教育には重要な要素の

1 つであると考えられる。プログラミング教育の充

実に向けては，教員間，管理職だけではなく，ICT

支援員を含む関係機関とのつながりを意識した学校

運営が求められると示唆される。 

 

4.5 目指す教師像について 

今後の「授業で勝負する」小学校教員として，情

報活用能力を学習評価や授業改善の観点の 1 つとし

てとらえること，そして，ICT 機器のよりよい活用，

効果的な学習活動を実践して事例を蓄えていくこと

を目指すことが求められると考えられる。 

そのために，教職員自身の情報活用能力を高めて

いくことは不可欠である。具体的には，ICT 機器の

そのものについての理解，機器を活用できる実践的

な指導力が必要である。児童の実態に沿って，各教

科，内容で身に付けさせたい資質・能力を基に，学

習単元を構想する視点が最も重要である。その視点

に立ち，ICT 機器の利用やプログラミング体験を取

り入れて実践を進めなければならないと考えられる。

GIGA スクール構想の実現により，1 人 1 台 ICT 機器

環境が整備されつつある。教員は，ICT 機器がある

から実践するのではなく，資質・能力の育成のため

のツールであるという意識を持つ必要がある。 

本校では，全教職員・全児童がマイクロソフトア

カウントを持っている。それを活かして，Teams を

使った学習指導案や教材，学習の手引き等授業関連

の情報や活用例を蓄積，共有していきたい。そうす

ることにより，必要な時に各々で情報の閲覧や，情

報を基にした相談ができるようにしておくことがで

きる。自他の教職員の実践の発信や共有，活用を図

ることを進めていくことで，個々の自己研修にもあ

たり，これまでの研究会や研修の効率化や働き方改

革にもつながると考えている。 

教員研修の中では「機器利用能力，情報活用能力

の向上」，「試行錯誤できること，不具合が起こる

ことや失敗に対する許容（不具合が起こった場合は，

従来の方法をとればよい・リカバーすればよい）」

等の意識共有を図り，プログラミング教育や ICT 活

用に対する苦手意識を希薄／払拭すること，実践経

験や情報の共有に取り組みたい。 

5.まとめと今後の課題 

これまでに取り組んできた小学校プログラミング

教育実践を振り返るとともに，アンケート調査を実

施し，本校教員の意識について整理した。分析の結

果から，以下のことが得られた。 

(1)各教科で身に付けさせたい資質・能力を見据えた，

学習内容・単元構想の中でプログラミング実践を

推進すること 

(2)継続したプログラミングを取り入れた学習評価や

授業改善（カリキュラム・マネジメント）を行う

こと 

(3)各教員の研究教科や個性・特性を活かして，学校

全体で実践を進めること。 

(4)各教科等で積み重ねたプログラミング実践を，無

理なく共有できる研修のあり方を模索すること 

本校でこれまでの試行錯誤しながら取り組んでき

たプログラミング実践の研究成果は，GIGA スクール

構想 1 人 1 台の ICT 機器環境での授業実践を進める

にあたり，実践の評価や改善の手掛かりとなるだろ

う。 

今後は情報活用能力の育成を 1 年から 6 年までで

みた系統性，発達段階（学年）で単年度当該学年に

おいての教科横断的に連動性，それぞれから無理の

ない，カリキュラムの修正や改善を継続していきた

い。 
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